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平成２４年度 社会福祉法人 八幡市社会福祉協議会 

事業報告書 

 

  長引く社会経済状況の影響を受け、新たな貧困や格差が拡がるなか、国をあげて緊急経

済対策、雇用対策等が講じられているにもかかわらず、いまだに厳しい状況が続いていま

す。 

  また、少子・高齢化が急速に進行するなかで、人々の仕事や生活に対する価値観は大き

く変化し、地域における人間関係の希薄化、子育てや介護などの家族機能、地域における

助け合いや支え合いの機能も低下してきています。そのためひとり暮らしの高齢者の社会

的孤立や孤独死をはじめ、子どもや高齢者に対する虐待など、地域社会が抱える課題は多

様化・複雑化しています。 

  このような中で、社会福祉協議会が地域福祉活動の中核的な推進組織として、果たすべ 

 き役割はますます大きくなり、民間組織としての自主性と創造性を今まで以上に発揮し、

誰もが住み慣れた地域で安心して暮らすことができる福祉のまちづくりの推進が求めら

れています。 

そこで、市民の皆様方の参加をいただき、行政や関係機関・関係団体の皆様方との連携 

 を充分に図る中で、本会の基本理念であります「ささえあい ともに 生きる 健康福祉 

 のまちづくり」を目指して、次の取り組みを進めました。 

また、本年２月に、八幡市のご尽力によりまして旧東小学校の跡地に、新たな活動拠

点を整備していただき、この活動拠点の機能を充分に生かし、より一層、地域福祉の推

進に努めていきます。 

 

１．財政活動 

 地域に根ざした活動を進める上で、会費をはじめ共同募金の配分金、寄附金などの自

主財源の確保に努めました。 

  会費については、自治組織の協力を得る中で、一般会員の確保を図るとともに、役職 

 員による企業、団体等への特別会員や賛助会員の拡大に努めました。会員の拡大を図る 

ためには、社協の存在をより一層市民に周知する必要があることから、本市社協のオリ

ジナルバッジの着用の促進に努めました。 

  共同募金については、八幡市募金等活動事業推進会に参加し、街頭募金や特別資材の 

 販売等、募金の増額に取り組み社協への配分金の確保に努めました。 

  また、自主財源を確保するために、市民や企業からの寄附金や収益事業にも取り組み 

 ました。 
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２．組織の強化 

  理事と評議員で構成するそれぞれの部会で、多様な市民の福祉ニ－ズに的確に対応す 

るため、各施策について検討するとともに、活動の展開を図りました。 

  そして、役員体制の強化等を図るために、理事の研修会を開催しました。 

  また、職員の資質の向上を図るために、研修計画に基づく、計画的な職員研修に取り組 

 みました。 

３．第３次地域福祉活動計画の推進と第４次計画の策定 

   平成２０年度に策定した、「第３次地域福祉活動計画」の最終年度にあたること

から「地域福祉活動計画推進委員会」を開催し、的確な進行管理に努めるととも

に、八幡市の地域福祉をより一層推進するための仕組みと支援策の具体化を図る

ため、「八幡市地域福祉推進計画」を市と一体的に策定しました。 

４．相談機能の充実と福祉サービス利用援助事業の推進 

 相談事業については、複雑、多様化する相談内容と相談件数の増加に対応する

ため、一般的な福祉相談業務を行う「ふれあい福祉センタ－」と障がい福祉を専

門とする「障害者生活支援センターやまびこ」を中心に、関係機関との連携を充

分に図りながら、夜間転送電話を活用した２４時間の相談事業に取り組みました。 

  「福祉サービス利用援助事業」についても、市民の福祉ニーズを的確に受け止

め、府社協の「きょうと高齢者・障害者生活支援センタ－」との連携を図りなが

ら取り組みました。 

５．在宅福祉サ－ビスの推進 

  高齢者や障がい者のお二人暮らしで、どちらかが介護を要する世帯などの見守

りや安否確認を目的とした「フリージヤ弁当」の配食事業に取り組みました。 

  住民参加型在宅福祉サービス事業の「くらしのサポート愛ちゃん」についても、

公的サービスが利用できない市民に対して、利用会員と協力会員をつなぐコーデ

ィネートに努めました。 

   一人暮らしの高齢者等の安否確認のため、関係者の協力を得て「テレフォンボ

ランティアサービス事業」に取り組みました。 

６．高齢者見守り強化事業の推進 

 高齢者が安心して、住み慣れた地域で、自分らしく、生き生きとした生活を営

んでいただける地域社会を築くために、ふれあいサロン活動の充実を図る中で、

関係機関や関係団体と連携を図りながら、見守り、声かけ、支え合い活動の支援

に努めました。 
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７．福祉委員会活動の推進と支援 

福祉支援が必要な市民が、日々の生活を安心して営めるように市民による福祉

活動を推進する福祉委員会活動の円滑化と充実に向けた支援に努めました。 

 

８．ボランティア活動の推進 

  市民の福祉ニーズの多様化と増加に伴い、従来の公的サービスだけで、対応が

困難となっている状況のもと、ボランティアの役割は、より一層重要となってい

ます。そのため、ボランティアの拡充に努めるとともに、ボランティアグループ

の自主性を尊重する中で、活動の支援に努めました。 

９．広報啓発活動の推進 

 地域の福祉ニーズや課題について市民の理解と協力を得るために、市民に親し

まれる「社協だより」の発行やホームページによる情報の発信に努めました。 

10. 介護保険関連事業 

 介護保険事業者として、地域に根ざした社会福祉協議会ならではのきめ細やか

なケアプランの作成と、ケアプランに基づく訪問介護計画により、利用者に自分

らしく生き生きと楽しい日常生活を営んでいただける介護サ－ビスの提供に努め

ました。 

  また、高齢者を対象に、介護の未然防止を図るための地域支援事業にも取り組

みました。 

 認知症対応型通所介護事業では、事業内容の充実に努めたことから利用者が定

着し、安定した経営を行うことができました。 

11．障がい福祉サービス事業 

   障がい者の自立と社会参加を促進するために、社会的ニーズをふまえ、社会福

祉協議会の機能とサービスを組み合わせて利用者を支援する障がい福祉サービス

の提供に努めました。 
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事業活動計画 本年度実施状況 前年度実績 

1.財政活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 社協会員の加入促進 

自治連合会協力を得て、会員募集と会費納入への協力

の依頼を行った。 

      会費     4,378,930 円 

         500 円一般会員 4,347 口 

        3,000 円特別会員    99 口 

        10,000 円賛助会員     28 口 

                 500 円未満    5,945 口 

           加入率        14.3% 

② 寄付金等 

寄付件数 31 件 金額: 1,252,269 円 

東日本大震災義援金 

寄付件数 84 件(個人:25 件・団体 59 件) 

金額: 4,487,805 円 

③ ふれあい福祉基金 

年度末基金総額: 17,423,317 円 

（107,287 円積立） 

④ ボランティア基金 

年度末基金総額:100,997,625 円 

（H24.運用益収入:  1,537,627 円） 

⑤ 障害者（児）福祉基金 

年度末基金総額:  12,027,999 円 

（H24.運用益収入:  160,551 円） 

助成先 助成金額 事業内容 

ｴｸｽｸﾗﾒｰｼｮﾝ ８０千円 空気清浄機 

オーブン 2 台他 

ﾗｲﾌｽﾍﾟｰｽれい ８０千円 看板・電化掃除機 
 

 

 

 

4,455,000 円 

    4,644 口 

     121 口 

      28 口 

    6,332 口 

   15.3% 

 

38 件 

1,618,869 円 

74 件 

3,650,090 円 

 

17,316,039 円 

(128,870 円積立） 

 

H23.運用益収入 

（1,318,483 円） 

 

12,027,448 円 

H23.運用益収入（161,176円） 

 

・ｵﾝﾘｰﾜﾝ 80 千円 

 （排水管取替工事他） 

・あしたばの家 80 千円 

 （ｶｰﾎﾟｰﾄ設置工事） 

2.組織強化 

 

 

 

① 理事会・評議員会・監事会 

(1)理事会   6 回開催 

(2)評議員会  4 回開催 

(3)監事会   1 回開催 

 

4 回開催 

2 回開催 

1 回開催 
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事業活動計画 本年度実施状況 前年度実績 

2.組織強化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 専門部会 

  広報調査部会        4 回開催 

  総務部会          3 回開催 

  高齢者福祉部会       3 回開催 

  障がい者福祉部会      3 回開催 

  地域福祉部会        3 回開催 

母子父子児童福祉部会    3 回開催 

③ 役職員研修 

1) 理事・監事研修 

 実施日： 平成 24 年 6 月 9 日（土） 

 テーマ：「これからの社協活動と役員の役割について」 

 講師：京都府社会福祉協議会 

    事務局長 田尾 直樹 氏 

 

2) 先進地視察研修 

 実施日： 平成 25 年 2 月 22 日（金） 

 研修先： 柏原市社会福祉協議会 

 テーマ：「柏原市における地域福祉活動について」 

 参加者： 39 名 

 

    4 回開催 

    3 回開催 

    2 回開催 

    2 回開催 

    2 回開催 

    2 回開催 

 

実施日：H23.11.30 

ﾃｰﾏ：「災害における社協活動

について」 

講師：京都府社会福祉協議会 

地域福祉・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ振興課長 

土田 昭一 氏 

 

実施日：H24.2.17(金) 

研修先：香川県善通寺社会福

祉協議会 

ﾃｰﾏ：「善通寺における地域福

祉活動について」 

参加者：25 名 

3.高齢者福祉事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

① フリージヤ弁当  年間延べ  205 世帯 

               410 配食 

② 福祉機器の貸出  車イス  83 回貸出 

③ 高齢者見守り強化事業 

ふれあいサロンの充実支援（開催回数増） 

 年間延べ 576 回開催 

④ テレフォンボランティアサービス事業 

利用登録者  14 名 

ボランティア 11 名(年間延べ 100 名) 

   236 世帯 

   472 配食 

    82 回貸出 

 

 

  509 回開催 

 

      9 名 

 14 名（96 名） 

4.障がい者（児） 

 福祉事業 

 

① 第３１回 

サマースクール実行委員会への参加協力 

  

H24. 事業終了 
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事業活動計画 本年度実施状況 前年度実績 

5.児童福祉事業 

 

 

 

 

 

 

社会福祉施設体験事業では、市内の保育園 12 園と障がい

者施設の協力を得て、中高生 51 人の参加のもと実施しま

した。 

 

男山第三中学校体験学習１回 

（手話・点字・要約筆記） 

13 保育園 

1 高齢者福祉施設 

中高生３６人参加 

 

 

 

 

6.共同募金配分

事業 

 

 

 

 

 

 

 

共同募金運動の配分金では、1,646,161 円の配分を受け自

主事業である下記の事業にご活用させていただきました。 

 

・給食サービス事業       500 千円 

・福祉当事者団体活動補助事業  380 千円 

・障がい者週間啓発事業      75 千円 

・社協活動啓発事業       146 千円 

・ボランティア活動支援事業   245 千円 

・みんなで創る福祉のつどい   300 千円 

1,704,645 円 

 

 

229 千円 

380 千円 

75 千円 

614 千円 

324 千円 

82 千円 

7.貸付等援護事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 歳末たすけあい運動では 3,223,000 円の配分を受

け、配分委員会で検討の結果住民参加型の福祉活

動や障がい者通所事業所などへ配分されました。 

 

・老人施設入所者    3 人    9 千円 

・障がい者通所事業所  7 ヶ所  665 千円 

・障がい者共同生活事業所   ４ヶ所    55 千円 

・おせち料理配食   130 世帯  454 千円 

・地域福祉推進事業   12 団体   1,320 千円 

・福祉当事者団体    8 団体      320 千円 

・緊急小口資金貸付        200 千円 

・災害ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｾﾝﾀｰ準備金      200 千円 

② たすけあい資金貸付       386 件 

（5,000 円） 

③ 生活福祉資金貸付 101 件   43,923 千円 

・総合支援資金    39 件  20,940 千円 

・教育支援費     28 件   7,424 千円 

・就学支援費     29 件  13,520 千円 

3,571500 円 

 

 

 

3 人   9 千円 

6 ヶ所 830 千円 

3 ヶ所 140 千円 

132 世帯 462 千円 

11 団体 1,310 千円 

8 団体  320 千円 

 

 

347 件 

 

111 件 53,646 千円 

 52 件 33,853 千円 

 19 件  5,062 千円 

  19 件  7,840 千円 
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事業活動計画 本年度実施状況 前年度実績 

 

 

・福祉費        4 件   1,939 千円 

・緊急小口資金     1 件     100 千円 

・生活復興支援資金   0 件 

11 件 5,215 千円 

  9 件  776 千円 

1 件   900 千円 

8.住民参加の地

域福祉推進事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 公的ｻｰﾋﾞｽが利用できない市民に対して、利用会員

と協力会員をつなぐｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄに努めました。 

 ＜会員登録状況＞ 

  ・利用会員 ３５人 

  ・協力会員 １３人 

  ・賛助会員  ２人 

    合計  ５０人 

 ＜サービスの内容＞ 

家事 介助 移送 

回数 時間 回数 時間 回数 時間 

265 339 89 316.5 173 262 
 

 

 

   

 ３５人 

   １１人 

    ２人  

合計４８人 

（家事） 

235 回 340 時間 

（介助） 

53 回 155.5 時間 

（移送） 

216 回 267.5 時間 

9.ふれあい福祉

センター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民の複雑で深刻化する相談内容について関係機関

との連携や出張相談、夜間転送電話等で活用して対応

しました。 〔相談内容〕 

相談件数 1,836 件（実相談者数：1,092 人） 

項目 件数 項目 件数 項目 件数 

生計 1,112 離婚 8 事故 1 

年金 61 健康 65 児童 0 

職業 244 医療 6 教育 26 

住宅 39 精神 12 心身 3 

家族 34 人権 74 母子 13 

結婚 1 財産 1 苦情 15 

その他 40  
 

 

 

 

1,752 件(1,034 人) 

項目  件数  項目  件数  項目  件数  

生計  1,049 離婚  4 事故  1 

年金  76 健康  21 児童  1 

職業  200 医療  33 教育  46 

住宅  37 精神  54 心身  15 

家族  33 人権  70 母子  15 

結婚  2 財産  1 苦情  12 

その他 8 ﾎﾞﾗﾝﾃィｱ１ 
 

10.障害者生活

支援センター 

障がい者の自立と社会参加の促進を目的に下記の

事業に取り組みました。 

〔相談内容〕 

項目 件数 項目 件数 項目 件数 

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 482 日中活動 264 ﾋﾟｱｶﾝ 1 

人間関係 91 家庭 106 金銭 140 
 

 

 

 

項目 件数 項目 件数 項目 件数 

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 584 日中活動 155 ﾋﾟｱｶﾝ 111 

人間関係 81 家庭 58 金銭 94 
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事業活動計画 本年度実施状況 前年度実績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H24.延べ相談件数  3,239 件 

項目 件数 項目 件数 項目 件数 

個別支援会議 50 認定調査 72 就労 95 

居住 14 個別支援 43 制度 497 

余暇 21 成年後見 0 福祉機器 61 

職場・学校 4 障がい 28 保健・医療 192 

ｹｱﾏﾈ 871 その他 207   

   2,860 件 

項目 件数 項目 件数 項目 件数 

個別支援会議 67 認定調査 39 就労 133 

居住 5 個別支援 27 制度 256 

余暇 26 成年後見 1 福祉機器 14 

職場・学校 15 障がい 63 保健・医療 142 

ｹｱﾏﾈ 903 その他 86   

11.地域活動支

援センター 

①地域活動支援ｾﾝﾀｰの運営 

 週４回（火・水・金・土）利用者総数 1,921 名 

 ・やまびこサロン運営 

 週４回（火・金・土と水曜日の午後） 

 ボランティアｸﾞﾙｰﾌﾟの協力を得て、交流ｻﾛﾝを開催しま

した。 

利用者総数：639 名 

 ・ガイドヘルパー養成講座 

  全身性障がいｺｰｽ 参加者 12 名 

  精神障がいｺｰｽ  参加者 15 名 

 

利用者数 1,481 名 

 

 

 

 

利用者数 636 名 

 

参加者 21 名 

実施していない 

12.ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活

動センター事

業 

・市民啓発事業 

 「第４回みんなで創る福祉のつどい」  

実施日：平成２５年３月９日（土） 

 場 所：市役所前ひろば・文化ｾﾝﾀｰ小ﾎｰﾙ 

 内 容：ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動の紹介や体験をはじめ 

     ｽﾃｰｼﾞ発表、ﾌﾘｰﾏｰｹｯﾄ、模擬店、障がい者のと

びっきり作品展、被災地支援のための物産展

と併せて、ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ映画鑑賞も行われました。 

参加者：1,100 名 

・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱきっかけ教室   年２回（参加者 6 名） 

・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ保険の加入者数  62 ｸﾞﾙｰﾌﾟ・ 1,647 名 

・福祉行事保険 146 件・まごころﾜｲﾄﾞ保険 35 件 

・ボランティアグループ  13 団体 

・ボランティア登録総数 510 名(H24.新規登録 31 名) 

 

「第３回みんなで創る福祉のつどい」 

実施日 平成２４年３月２４日 

場所：市役所前ひろば・文化ｾﾝﾀｰ 

内 容：ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動の紹介や体験をは

じめ、ｽﾃｰｼﾞ発表、ﾌﾘｰﾏｰｹｯﾄ、模擬店、

障がい者のとびっきり作品展、被災地

支援のための物産展 

参加者：400 名  

年１回（参加者 5 名） 

41 グループ・1,270 名 

福祉行事保険 35 件・まごころﾜｲﾄﾞ保険

28 件 

16 団体 

    634 名（H23.新規登録 20 名） 
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事業活動計画 本年度実施状況 前年度実績 

13.福祉委員会

への支援 

・平成２４年度福祉委員数 446 名 

・活動内容は、各地域の特性に合わせた身近な集会所など

を利用したふれあいサロンや、地域内での交流会、高齢者

を対象とした健康教室、地区内の安全パトロール活動など

です。 

 

・ふれあいサロン 38 ヶ所 延べ 576 回開催 

・年３回連絡会議の開催 

・ふれあいサロンだよりの発行（年 1 回） 

  440 名 

 

 

 

 

 

35 ｹ所・延べ 509 回開催 

年３回開催 

H24.～ 

14.福祉サービス

利用援助事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

・判断能力が不十分で、日常生活に支障ある高齢者や知的

障がい者、精神障がい者に対し、福祉サービスの利用援助

や日常的な金銭管理を行いました。 

利用者数 5 名 生活支援員登録者数  10 名 

問い合わせ件数 12 件 関係機関との調整 644 件 

新規相談件数 16 件 研修への専門員・

生活支援員の参加 

  3 回 

・山城北中部圏域の社協が合同で事業の啓発や地域サポータ

ー養成講座を開催しました。 

 

 

 

 

利用者数 5 名 

問い合わせ件数 24 件 

新規相談件数 2 件 

生活支援員登録者数 10 名 

関係機関との調整 934 件 

研修への参加 7 回 

15.広報活動 

 

 

・年４回 社協だよりの発行 

  

 社協の存在を理解していただくために、ホームページでの

情報提供に努めました。 

年４回発行 

 

 

 

16,啓発活動 

 

 

 

 

・市民の社協に対する理解をしていただくために、福祉バザ

ーの開催や各種の催し物に模擬店等を出店しました。また親

しみを持っていただくために、社協のオリジナルバッジを作

製し、着用の促進に努めました。 

H24.10.28 福祉バザー開催 

 

17.第３次地域

福祉活動計画の

推進と第４次計

画策定準備 

 

・進捗状況の点検や助言と評価を得るために、「地域福祉推進

委員会」を２回開催しました。 

・八幡市の地域福祉を一層推進するための仕組みと支援策の

具体化を図るため、「八幡市地域福祉推進計画」を市と一体的

に策定しました。 
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事業活動計画 本年度実施状況 前年度実績 

18.福祉団体育成

支援 

・福祉団体の運営強化や組織の拡大を図るための支援に努

めました。 

 

19.受託事業 

 

 

① リフトカー運行事業 

リフトカー派遣状況は下記のとおりです。 

公的機関 医療機関 その他 計 利用実人員 

33 306 28 367 26 
 

 

 

H24,公的機関 134 

    医療機関 274 

   その他  19  

      計     427 

(利用実人員 28) 

20.施設の管理

運営 

 

 

 

 

 

 

 

① 老人憩いの家八寿園運営管理 

【利用者総数】 

H24. 28,198 人（男性 15,112 人・女性 13,086 人） 

 

 

② 福祉会館運営管理 

【利用状況】 

利用者総数：5,998 人  

利用団体数：31 団体 

 

 

   29,151 人 

（男性：14,969 人） 

（女性：14,182 人） 

 

 

  6,128 人 

  28 団体 

21.介護保険関

連事業 

①居宅介護支援事業 

・介護支援専門員（ｹｱﾏﾈｼﾞｬｰ）6 名で、延べ 40 件（内他市

町村 8 件）の要介護認定調査を行いました。 

【ケアプラン作成状況】 

  ・要介護度 1   389 人 

    ・要介護度 2   602 人 

    ・要介護度 3   406 人 

    ・要介護度 4   174 人 

    ・要介護度 5   146 人 

     合計   1,717 人（利用者数） 

 *H24.7 月より、地域包括支援センターを市が２医療機

関に委託されたことにより、居宅支援計画業務の依頼が

減少しました。 

 また要支援 1・2 の方の介護予防サービス計画を作成し

ました。その延べ件数は 243 件でした。 

 上記の利用者で認知及び独居加算算出した方は、認知

292 人、独居 373 人でした。 

 

6名で延べ 39件（内他市町村 183

件） 

 

・要介護 1   500 人 

・要介護 2   645 人 

・要介護 3   363 人 

・要介護 4   257 人 

・要介護 5   184 人 

 合計 1,949 人 

 

 

 

 

   219 件 
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事業活動計画 本年度実施状況 前年度実績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 訪問介護事業 

常勤ホームヘルパー6 名、非常勤ホームヘルパー35 名によ

り、延べ 1,516 人にサービスを提供しました。 

 回数 時間 

身体介護 3,928  2,765 

身体生活 2,196   3,016 

生活援助 4,252   4,003 

介護予防 3,153   3,271 

合 計 13,529 13,055 

 

③ 軽度生活援助事業 

在宅の高齢者又は、障がい者が自立した生活の継続と要介

護状態防止のため、ヘルパーを派遣し、一時的日常生活の援

助をしました。 

延利用者数 利用回数 利用時間 

    5     19     19 

 

④ 寝具乾燥丸洗いサービス事業 

乾燥消毒サービス  丸洗いサービス  計 

実施回数 利用者数 実施回数 利用者数 実施回数 利用者数 

 4 200   2  207   6  407 

 

⑤ 地域支援事業 

要支援・要介護に陥るリスクの高い高齢者を対象に状態の

悪化を防止することを目的に予防事業を行いました。 

◇閉じこもり予防事業 

・いきいき介護予防教室（54 回開催） 

  登録者数 49 人・延利用人数 719 人 

・はつらつ健康教室（76 回開催） 

  登録者数 49 人・延利用人数 1,419 人 

 

◇運動器の機能向上事業（60 回開催） 

   登録者数 52 人・延利用人数 806 人 

 

 

常勤ﾎｰﾑﾍﾙﾊﾟｰ 6 名・非常勤ﾎｰﾑﾍﾙﾊﾟ

ｰ 35 名  延べ 1,291 人  

 回数 時間 

身体介護 4,015 2,430 

身体生活 2,180 3,507 

生活援助 4,269 5,601 

介護予防 3,390  4,157 

合計 13,854 15,695 

 

 

 

 

 

延利用者数 利用回数 利用時間 

6 31 38 

 

 

乾燥消毒サービス 丸洗いサービス  計 

実施回数 利用者数 実施回数 利用者数 実施回数 利用者数 

4 199 2 212 6 411 

 

 

 

 

 

（54 回開催） 

登録者数 33 人・延利用人数 522 人 

（76 回開催） 

登録者数 54 人・延利用人数 1,652

人 

（60 回開催） 

登録者数 35 人・延利用人数 486 人 
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事業活動計画 本年度実施状況 前年度実績 

 ⑥ 認知症対応型通所介護事業 

「老人憩いの家八寿園」で実施している認知症対応型通所介

護事業については、226 人、2,587 回の利用をいただきまし

た。（平均介護度 2.41） 

 

 

 243 人・2,606 回 

平均介護度 2.5 

22.障がい福祉

サービス事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 障がい者訪問介護事業 

利用者 17 人に対し、下記のとおり派遣しました。 

 身体介護 家事援助 

派遣回数  1,268  1,144 

派遣時間   1,107  1,723.5 

 

② 知的障がい者訪問介護事業 

ヘルパー2 名を 1 人の利用者に派遣しました。 

派遣回数 派遣時間 

  84  125.5 

 

③ 障がい者移動支援事業 

ヘルパー16 名で 13 人の利用者に派遣しました。 

派遣回数 派遣時間 

  291  801 

 

④ 知的障がい者移動支援事業 

ヘルパー28 名で 31 人の利用者に派遣しました。 

 （内、児童にもヘルパー15 名で 6 人の利用者に派遣） 

派遣回数 派遣時間 

  932  4,615.5 

 

⑤ 精神障がい者居宅支援事業及び移動支援事業 

 

ヘルパー9 名を 4 人の利用者に派遣しました。 

利用者数 派遣回数 派遣時間 

  4   506    676 
 

 

利用者 17 人 

 身体介護 家事援助 

派遣回数 2,105 1,324 

派遣時間 1,902 1,661.5 

 

 

 

H23 実績なし 

 

 

 

16 名で 14 人の利用者へ 

派遣回数 派遣時間 

  237  756 

 

 

44 名を 38 人の利用者へ 

（17 名を 6 人の利用者へ） 

派遣回数 派遣時間 

 1,021 4,542 

 

 

 

11 名を 3 人の利用者へ 

利用者数 派遣回数 派遣時間 

 3  437 584.5 
 

 


